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第66期
第２四半期（中間）報告書

平成23年１０月１日から
平成24年３月３１日まで

　株主の皆さまにおかれましては、平素は格別のご支援
を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、第66期第2四半期（中間）決算につき、その概要
をご報告申しあげます。
　食品流通業界は、個人の消費マインドは、雇用・所得
への不安に加えてガソリン価格あるいは電気料金の値上
げの動きなど、今後への不安から生活防衛意識が一層高
まり、内食化・低価格化の傾向がさらに進行する中、企
業間競争はますます激化し、引き続き厳しい経営環境で
推移しました。
　このような中で加藤産業グループは、消費者ニーズに
対応した商品の開発・品揃え等、提案型営業を推進し、
小売業をはじめ取引先との取り組みを一層強化するととも
に、諸経費の抑制及び業務全般の生産性向上等による経
営の効率化に努めてまいりました。また、平成24年1月
27日にジャム類製造業である兵庫興農㈱の株式を新たに
取得して子会社とし、製造事業の拡大に向けた基盤の確
立と機能の充実を図りました。
　この結果、当第2四半期連結累計期間における売上高
は前年同四半期に比べ2.8％増加し3,589億96百万円と
なりました。利益につきましては、利益管理の徹底並び
に物流コストをはじめ諸経費の抑制に努めたことにより、
営業利益は56億97百万円（前年同四半期比4.8％増）、
兵庫興農㈱の株式を取得したことに伴って発生した、負の
のれん発生益177百万円を「持分法による投資利益」に
含めたこと等により、経常利益は63億14百万円（前年同
四半期比7.4％増）となりました。
　そして当第2四半期純利益は、東日本大震災により前
年同四半期に計上した災害による損失3億50百万円の影
響がなくなり、前年同四半期に比べ19.3％増加し34億
99百万円となりました。
　なお、中間配当金は、当初予想のとおり1株につき21
円とさせていただきました。また、平成24年9月期末に
つきましても1株につき21円とし、年間配当予想で42円
といたします。
　通期の見通しにつきましては、引き続き景気の先行き
不透明感が強く、企業間競争は厳しい状況にありますが、
当期の基本方針である「取引先との取組み強化」「人材の
活性化」「基本の徹底」に則り、第66期計画の達成に向け
て邁進いたします。
　株主の皆さまにおかれましては、今後ともより一層のご
支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成24年6月

株主の皆さまへ To Our Shareholders

代表取締役社長  加藤 和弥

事業内容 Business Activities

【プライベートブランド】
消費者や小売店様の多様なニーズにお応
えするために、独自で商品の開発・製造・
輸入を行っています。

【お客さまの買いたい商品を取り揃え
る商品調達力】（マーチャンダイジング）
総合食品卸売業として、4,000社を超える
メーカー様と取引をし、幅広い品揃えの商
品を小売店様に卸しています。

【適切な時に適切なものを運ぶ物流
システム】（ロジスティクス）
高度な物流技術で、必要な時に必要なもの
を必要な量だけ小売店様に届けています。

【お客さまのニーズにあわせた売り方
や商品陳列を行う売場計画力】

（リテールサポート）
消費者のトレンドに基づいて小売店様の売
場計画を立て、実行する。こういったきめ細
かい売場づくりのサポートをしています。

事業内容の紹介

生産者

メーカー

小売業

家庭の食卓

加藤産業



連結財務ハイライト

3,589億96百万円売上高

63億14百万円経常利益

34億99百万円
四半期
純利益

56億97百万円営業利益

（前年同四半期比2.8％増）
消費者ニーズに対応した商品の開発・品
揃え等、提案型営業を推進し、小売業をは
じめ取引先との取り組みを一層強化し、業
績の向上を図りました。その結果、食品
スーパー、生協並びに出店拡大が顕著なド
ラッグストア、ディスカウントストア等への
販売が堅調に推移したことにより、増収と
なりました。

（前年同四半期比4.8％増）

（前年同四半期比7.4％増）
利益管理の徹底並びに物流コストをはじ
め諸経費の抑制に努めたことにより、増益
となりました。

（前年同四半期比19.3％増）

前年同四半期に計上した災害による損失の
影響がなくなり、大幅な増益となりました。

Consolidated Financial Highlights
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セグメントの概況 Segment Review

当社グループの主力事業であります常温流通事業につき
ましては、昨年の東日本大震災による特需の反動が一部
で見られるものの、多様化する消費需要に対応すべく、
提案型営業を推進し、仕入先とも連携して主要得意先と
の取り組みを強化するとともに、自社PB商品の拡売を図
りました。

常温流通事業

�2,924億36百万円売上高
 （前年同四半期比3.2％増）

低温流通事業につきましては、消費者の内食化の進行に
より飲食店等外食向けの販売は厳しい状況で推移しました
が、家庭用のチルド商材や惣菜を中心に主要得意先への
取り組みを強化し、拡売を図りました。

低温流通事業

� 403億30百万円売上高
 （前年同四半期比1.4％増）

酒類流通事業につきましては、消費者の低価格志向が一
層強まり、発泡雑酒やハイボール缶は比較的順調に推移
し、またアルコール離れの層の需要を取り込んだノンアル
コールビール（清涼飲料）類が好調でした。しかし、市場
の縮小は続いており、厳しい経営環境で推移しました。

酒類流通事業

� 288億85百万円売上高
 （前年同四半期比0.7％増）

　昨年に発生した東日本大震災の影響により、省エネおよび節
電の必要性がより高まっています。
　加藤産業グループでは、物流センターを中心に照明設備の省
エネ化を推進しています。また、計画停電や自然災害などによる
突発的な停電時にも安定的に商品を供給するため、蓄電池や発
電機の設置も進めています。

　加藤産業グループで実施してい
るクリーン活動（周辺地域の清掃ボ
ランティア活動）を、会社が評価する
仕組みで賛助金を拠出して積み立
てる「KATOグリーンウッド基金」を
設立し、障がい者の方々や将来を担
う子どもたちを支援する活動など、
幅広く社会貢献に役立てています。

　加藤産業グループでは、ペットボトルのキャッ
プを集め再資源化し、それにより得た売却益で
発展途上国の子どもたちにワクチンを贈る「エ
コキャップ活動」を推進しています。
　活動を開始した平成22年2月から平成24年
3月末までに72,591個が集まり、約91人分の
ワクチンを寄付したことになります。

環境への取り組み

社会への取り組み

省エネ・節電

グリーンウッド基金

エコキャップ活動

CSRへの取り組み Corporate Social 
Responsibility

　当社は、平成24年１月にジャム類製造業である兵庫興
農株式会社（売上高１３億７３百万円：平成23年１１月期）
との間で業務提携を行うとともに、同社の株式を取得し
て子会社としました。これにより、製造事業の拡大に向け
た基盤の確立と機能の充実を図ります。

　当社は、昨年に発生した東日本大震災で被災された
方々を支援するための義援金が商品価格に含まれた復
興支援商品を全国で発売しています。
　被災地の復興を願い、当商品をご購入いただいたお
客さまの気持ちと義援金をお預かりし、被災地の義援金
窓口を通じて寄付させていただきます。
　これからも被災地の皆さまの支援に全力で取り組んで
まいります。

※当初予定では平成24年3月までとしておりましたが、上記の商
品にて対象期間を延長いたしました。

Topics

兵庫興農㈱との業務提携および株式譲受

東日本大震災復興支援商品

Topics

カンピー
ファミリーサイズジャム

1商品あたり、３円の義援金
平成24年8月３１日製造分まで

ミスターポテト
マンチェスター・ユナイテッド

ポテトチップス75g
1商品あたり、1円の義援金
平成24年6月20日出荷分まで

ミスターポテト
マンチェスター・ユナイテッド

ポテトチップス130g
1商品あたり、2円の義援金
平成24年6月20日出荷分まで



会社概要

役員

グループ会社

名 称 加藤産業株式会社
設 立 1947年（昭和22年）8月22日
本 社 兵庫県西宮市松原町9番20号
事 業 内 容 総合食品卸売業、カンピー製品製造発売元
資 本 金 59億3,405万円
従 業 員 数 986名

ケイ低温フーズ㈱ 兵庫県伊丹市 低温食品卸売業
ヤタニ酒販㈱ 大阪市北区 酒類・食品卸売業
九州加藤㈱ 宮崎県都城市 食品卸売業
マンナ運輸㈱ 京都府久世郡久御山町 運送業
和歌山産業㈱ 山形県東根市 食品製造業
沖縄ロジスティクス㈱ 沖縄県糸満市 物流業務請負業
カトー菓子㈱ 愛媛県松山市 菓子卸売業
加藤不動産㈱ 兵庫県西宮市 損害保険代理店業
カトーロジスティクス㈱ 兵庫県西宮市 運送業
カトー酒販㈱ 東京都江東区 酒類・食品卸売業
兵庫興農㈱ 兵庫県神戸市 食品製造業
カトー農産㈱ 宮崎県小林市 農産物卸売業
㈱アドバンス・キッチン 兵庫県西宮市 飲食業
三陽物産㈱ 大阪市北区 酒類・食品卸売業
エス・エイ・エスジャパン㈱ 東京都板橋区 酒類・食品卸売業

取 締 役 会 長 加藤　武雄 取 締 役 坪内　　良
代表取締役社長 加藤　和弥 取 締 役 鷹尾　和彦
専 務 取 締 役 治 居  義 継 取 締 役 木村　敏弘
常 務 取 締 役 安本　一男 取 締 役 上 島  浩 一
常 務 取 締 役 多原　善雄 常 勤 監 査 役 井上　淳一
常 務 取 締 役 弥谷惠太郎 常 勤 監 査 役 中村　　順
常 務 取 締 役 小 林  隆 夫 監 査 役 辻　　卓史
取 締 役 福島　和成 監 査 役 加藤　正一
取 締 役 破魔　重美

平成24年3月31日現在 平成24年3月31日現在

会社概要 株式の状況Corporate Data Stock Information

株主名 所有株式数 議決権比率
（千株） （%）

住友商事株式会社 3,270 8.73

三井物産株式会社 3,153 8.42

三菱商事株式会社 1,787 4.77

加藤武雄 1,129 3.01

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,020 2.72

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 985 2.63

加藤和弥 890 2.37

加藤産業グループ会社従業員持株会 869 2.32

キユーピー株式会社 841 2.24

ハウス食品株式会社 838 2.24

●発行可能株式総数 72,000,000株

●発行済株式の総数 38,153,115株

●株主数 6,700名
（内、単元株所有者数：6,391名）

●大株主（上位10名）

●所有者別分布状況

その他の法人
169,667
44.50％

個人・その他
121,306
31.82％

金融商品取引業者
1,811
0.48％

金融機関
46,846
12.29％

自己名義株式
6,991
1.83％

外国法人等
34,608
9.08％

単元
株式数

※1単元の株式数 = 100株

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆さまの声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

Yahoo!、MSN、exciteのサイト
内にある検索窓に、い い か ぶ と
4文字入れて検索してください。

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

http://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード　9869

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する「e-
株主リサーチ」サービスにより実施いたします。（株式会社 a2mediaについて
の詳細 http://www.a2media.co.jp） ※ご回答内容は統計資料としてのみ
使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはあり
ません。

株 主メモ
事 業 年 度
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 管 理 機 関
同 連 絡 先

（お問い合わせ先）

公 告 方 法

10月1日～翌年9月30日
9月30日
3月31日
毎年12月

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502　
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　
大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120-094-777
日本経済新聞に掲載する方法により行う

（ご注意）
１． 株主さまの住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきまして

は、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることになっており
ます。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。

２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信
託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店でもお取り次ぎい
たします。

３． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

http://www.katosangyo.co.jp/加 藤 産 業 株 式 会 社


